
報道機関各位 

埋蔵文化財センターロビー展 

「収蔵庫の隠れたおたから」第１期を開催 

たつの市が所蔵している埋蔵文化財のうち、昨年度、基礎整理を実施した御津

町碇岩朝地窯跡の調査成果をいち早くお知らせするため、埋蔵文化財センターロ

ビーにて簡易な展示を行います。 

記 

１ 展 示 名 称 「収蔵庫の隠れたおたから」第１期 

―御津町碇岩朝地窯跡群出土須恵器― 

２ 開 催 場 所   たつの市立埋蔵文化財センターロビー 

３ 開 催 期 間 令和７年６月１６日(月)～７月２７日(日) 

９時～17時（入館は 16時 30分まで） 

（休館日 毎週火曜日） 

４ 展 示 内 容   御津町碇岩朝地窯跡群出土須恵器 ２点 

５ 入 館 料  無料 

６ そ の 他  第２期は令和７年１０月６日（月）～１０月２６日（日）の

期間で揖保川町黍田 F号墳出土サルポを展示予定。 

たつの市定例記者会見資料 

発表年月日 令和７年６月２日（月） 

担 当 課 教育事業部歴史文化財課 

電　　　話 0791-75-5450 



ロビー展示 収蔵庫の隠れたおたから 展示資料について 
 

第１期 御津町碇岩朝地窯跡群出土須恵器 

 

 

１．展示資料の概要 
 御津町碇岩に所在する。古墳時代後期の須恵器窯の灰原（窯の焼成時に発生し
た焼き損じ品などを廃棄した場所）から出土した資料である。令和６年度にたつ
の市埋蔵文化財センターで基礎整理（第１次整理）を終えたことから、その成果
を速報的に展示する。 
 時期は古墳時代後期（約 1,500 年前）である。 
 
２．来歴 
御津町碇岩でのほ場整備事業に伴う発掘調査で灰原が発見された。出土した遺

物の水洗い、破片同士の接合、出土遺物数の把握などの基礎的な整理をたつの市
立埋蔵文化財センターで行った。 
 
３．資料の評価 
 須恵器窯跡関連資料としては、たつの市内で最も古い時期のものである。焼成
時に大きく歪んだものや、他の須恵器と溶着したものなど、焼成失敗品が含まれ
ており、灰原出土品の特徴を備えている。 
 たつの市西部から相生市にかけては古代の須恵器窯跡群が点在し、「西播磨古

窯跡群」と称されるが、その嚆矢
こ う し

となる窯跡の一つである。 
 
４．本資料選定の理由 
 令和６年度、埋蔵文化財センターで実施した基礎整理の成果をいち早くお知ら
せするために展示を行う。なお、発掘調査報告書の刊行を含めた２次整理は令和
７、８年度にかけて実施する予定である。 
 
 

 

 

 

 

 

 



展示対象の写真 

 

 
御津町碇岩朝地窯跡群出土須恵器 

 
 
 

 
展示対象の出土地点（第１期 碇岩朝地窯跡群） 

 
 
 



 


